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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究代表者・分担者らが大学間連携事業として実施している研修プログラ
ムを調査対象とし、大学生のリーダーシップ開発・養成にリフレクションが及ぼす効果について検証を試みたも
のである。当該プログラムの参加学生及び観察者・学習支援者である教職員スタッフに対する調査を通して、リ
フレクションを用いた研修プログラムが学生の学びを生起していること及びリーダーシップに関連するスキル・
マインドの成長を学生が実感すると共に、教職員らスタッフの関わりがそれに大きく影響している様子について
調査することができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, the principal investigator and co-investigators examined 
extracurricular programs for leadership development implemented as inter-university collaborative 
activities. Researchers considered the impact of reflection on the development and cultivation of 
leadership among college students. Through surveys from participating students and observations from
 the instructors who provided support for these programs, the study was able to investigate what 
students learned from these reflection-related leadership programs. This study reviewed students’ 
sense of personal development of leadership-related skills and mindset, as well as the major effects
 of student interactions with instructors and other staff.

研究分野： 経営学、教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
リーダーシップに関する知識・スキル・マインドを学生期に養成することに関する実社会からのリクエストを背
景に、我が国でも多様な手法を用いたリーダーシップ・プログラムが実施されるようになってきたが、未だ開発
途上のものや効果検証が十分とは言い難いものも少なくない。そこで本研究では、高等教育機関が実施する実践
と経験から学ぶ研修プログラムを対象に、リフレクションを用いたリーダーシップ養成の効果について調査する
と共に、得られた知見の公表・共有を通じて当該分野における取り組みの深化に資せんと試みたものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 (1) 学生のリーダーシップ養成に対する実社会からのリクエスト：急速な勢いでグローバル化
が進み、地域や国際社会で活躍する人材に求められる能力が多様化・高度化する現在、歴史・文
化・習慣的背景の異なるメンバー間での効果的な協働を生み出し、組織目的の達成を促進する
“リーダーシップ”の重要性は、営利・非営利を問わずどのような組織においても増す一方であ
る。そのなかで学生たちがリーダーシップに関する知識・スキル・マインド等を大学在学中にあ
る程度体得するよう求められていることは、「社会人基礎力」や「学士力」、「グローバル人材」
等として纏められるスキルやマインドの一覧にそれらが包含されていることから明らかである。 
(2) 申請者らが取り組むリーダーシップ養成プログラムについて：本研究の代表者・分担者らは、
学生の汎用的な能力を養成することを目的とした取り組みの一つとして、平成 19 年度から今日
まで「愛媛大学リーダーズ・スクール（以下 ELS と略記）」を開講している（文部科学省・平成
19 年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援 GP）」採択事業）。ま
た、平成 24 年度からは、ELS における学生リーダーシップ養成の取り組みを学外へ敷衍し、上
述の実社会からのリクエストを背景にさらなるフィールド開拓と正課外プログラムを構築する
ことを目的とした「西日本から世界に翔たく異文化交流型リーダーシップ・プログラム（以下
UNGL と略記）」を 20 校程の連携大学と協働して実施している（文部科学省・平成 24 年度「大
学間連携共同教育推進事業」採択事業）。 
(3) リフレクションの効果性に関する実証的研究の必要について：上述 2 事業（ELS／UNGL）
では、学生のリーダーシップ養成を促す主な方法の一つとして、学生が自らの経験を整理し学び
を得るためのリフレクションの場を必ず設けている。また、大学間連携事業（UNGL）では、効
果的なリフレクションの機会を創出するためのノウハウを先達教職員の経験に基づいて共有し
てきた。その結果、学生たちのリーダーシップに関係する知識・スキル・マインド等が成長して
きたことについては、これら 2 事業の現場で指導にあたる教職員が総じて観察し実感している
ところであるが、実際にリフレクションの何がどのように学生のリーダーシップを養成せしめ
るのか、またどのタイミングでどのような働きかけが効果的であるのかについては、十分な調査
研究を元に手法の標準化を図るまでには至っていないのが課題であった。 
 
２．研究の目的 
 前述の背景・動機をもとに、本研究では、学生のリーダーシップ養成においてリフレクション
が持つ効果性に関する考察と、それを支援する教職員スタッフに有用な知見やノウハウの収集・
蓄積・共有を行い、今後の学生リーダーシップ養成の取り組みの一助となることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(a) UNGL が実施する学生研修プログラムにてアンケートや録音・録画等による記録を行い、リ
フレクションがリーダーシップの養成・伸長にどのように影響しているかを当事者（参加学生）
ならびに観察者・支援者（教職員スタッフ）のそれぞれにアプローチして調査する。 
(b) 調査の結果をもとにリーダーシップ養成とリフレクションとの相関について検討・考察する。 
(c) 上述(a)・(b)の調査から得られた知見やこれまでプログラム実施の際に集取したデータを参
考に、参加学生・教職員スタッフに対するヒアリングや記録の整理を行い、効果的なリフレクシ
ョンを構成する要素の抽出を試みる。 
(d) 調査結果の収集・分析の進捗について調査中及び調査後の学会報告を通じ、有識者との情報・
意見交換を行い、さらに研究を進めていく上での示唆を得る。 
(e) 上記までの調査とこれまでの活動を総合して、リフレクションを用いた大学生のリーダーシ
ップを効果的に養成するノウハウを取り纏め共有を図る。 
 
４．研究成果 
① プレ調査による研究対象の絞り込み：研究初年度には先行研究のレビューや試験的なアンケ
ートの実施等を含むプレ調査を行い、続く年度以降の本調査をどのように進めるかを研究チー
ムにて検討した。UNGL では主に年間 5 つの学生研修を国内外で実施しているが、どのプログラ
ムにおいても、参加学生が事前に設定した目標に基づき、それへの取り組みについて日毎に、
(ア)個人で、(イ)ピアで、(ウ)観察者である教職員や学生スタッフと共に振り返る時間と場を設
けることをその特徴としてきた。これらについて、本研究の開始前より数年間にわたり収集した
データを整理すると共に、プログラムへの参加学生数や関わる教職員の人数と、本研究による調
査から得られるデータの質・量などを勘案した結果、2年目からの本調査においては「学生リー
ダーズ・サマースクール」および「リーダーシップ・チャレンジ in サイパン」の 2プログラム
を主な調査対象とし、他プログラムから得られるデータについては付加的に扱うこととした。 
② リフレクションに対する参加学生の捉え方に
関する調査と回答内容の整理（本調査❶）：本調
査では手始めとして、UNGLプログラムの参加学生
らが研修期間中に自分たちの経験するリフレク
ションをどのように捉えているかについて確認
することとした。結果として、当該プログラムに 表 1：学生コメントの分類 



参加した学生の約 8〜9 割はリフレクションが自分のリー
ダーシップ養成に与える影響について肯定的に捉えてい
ることが明らかとなった。同調査では、この回答理由につ
いて自由記述式で問う質問項目も設け、得られたコメント
について研究チーム内での協議をもとに以下 5 つのカテ
ゴリーを設定し、分類を試みた（表 1 参照）。この分類に
沿って回答を整理した結果、参加学生がリフレクションか
ら得たと主観的に自覚している学びの成果として、「自己
理解の変化・深化」が多数を占め、次いで「他者との関わ
りの変化・深化」「視野・思考の拡大」「新たな目標の設定」
と続く結果となった（図 1参照）。 
③ リフレクションにおける他者の関わりについて（本調
査❷）：リフレクションを通じて得た学びに関して、参加
学生や教職員に対するヒアリングや実際のリフレクション時の録音・録画データの整理等を行
ったところ、他者の関わりから受ける影響を示唆する回答やコメントが多く確認された。UNGLプ
ログラムでは教職員及び学生スタッフが参加学生の活動や取り組みを観察し、それに基づいて
リフレクションのサポートにあたる。そのもとで参加学生らは自分の活動について言語化して
振り返ると共に、他の学生からのコメントに耳を傾けたり、教職員からのフィードバックを受け
たり等によって学びを深めていくが、このことに関するアンケート調査の結果からは、参加学生
の大半（主な調査対象とした 2プログラムのいずれも 8 割超の学生）がこれらリフレクションに
おける他者との関わりのうち、なかでもスタッフの関与について肯定的に捉えていることが明
らかとなった。 
④ リフレクションから生起される学生の学
びにおけるスタッフの役割（本調査❸）：参加
学生がリフレクションへのスタッフの関与に
ついて肯定的に捉えている背景を探るべく、
研究チームでは次の 5 つのカテゴリーを設定
し、学生のコメントの分類を試みた（表 2 参照）。
結果として、調査対象としたプログラムにおいて
はいずれも全般的に「改善点の指摘、助言やアドバ
イスの内容・方法」に関する回答が多数を占め、次
いで「観察や傾聴の姿勢・態度」「多様な視野・視
点からのコメント」「ファシリテーション」「承認・
褒め言葉」が続く結果となった（図 2参照）。 
 上述の通り、本研究では主に、(ⅰ)UNGLプログ
ラムに参加した学生たちが、リフレクションを肯
定的に捉えている理由を調査し、(ⅱ)自分個人だ
けではなく観察者・支援者であるスタッフと共に
するリフレクションによって学びを深めることが
出来たと認識していることを確認すると共に、
(ⅲ)スタッフの如何なる関与が学生のリフレクシ
ョンに肯定的な影響を及ぼしたかについて整理す
ることが出来た。このことから、リーダーシップの
養成を目的としたUNGLの研修プログラムにてリフ
レクションを通じて学生らが得る学び（自己理解
の変化・深化、他者との関わりの変化・深化ほか）
には、自分個人での振り返りに加え、他者との関わり、なかでも自分を外部から観察し、それに
基づいたフィードバック（改善点の指摘、助言やアドバイスほか）を与えてくれるスタッフの存
在が大きく影響していることが推察される結果となった。このことについては、研究チームのメ
ンバーを含め、UNGL に関わる教職員スタッフが現場において抱く実感と大凡一致するところで
あり、今後プログラムをより充実したものとする上で貴重な示唆を得ることが出来た。 
 なお本研究から得られた知見は以下の通り学会報告により公表すると共に、UNGL のプログラ
ム改善及び各連携校において実施する教育プログラム等の充実に役立てることができるよう、
当該事業の研修時に企画・運営や学びのサポートにあたる教職員間で共有を図った。 

• 大学生のリーダーシップ養成におけるリフレクションの効果について、大学教育学会
2018年度課題研究集会（於長崎国際大学）、2018年 12月。 

• 学生リーダーシップ・プログラムにおけるリフレクションの効果について；リーダーシ
ップに関する学びを促進する要因を探る試み、大学教育学会 2019年度課題研究集会（於
エリザベト音楽大学）2019年 11月。 

 本研究を進める過程で得られた示唆や課題をもとに、2020 年度より 3 年間で実施する研究活
動(JSPS 科研費 基盤研究(c)JP20K02518 学生の汎用的能力を養成する研修プログラムの構成要
素に関する研究)では、(主にリーダーシップに関するスキルやマインドを中心に)大学生の汎用
的能力の養成に影響する要素の調査・研究に引き続き取り組むことを計画している。 

図 1：リフレクションから得たと学生が感じる学び 

表 2：スタッフの関与に関する学生コメントの分類 

図 2：スタッフの関与を肯定的に捉える学生の回答理由 
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